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（出典）学校基本調査

【令和７年度の状況】

知的障害 肢体不自由 病弱・身体虚弱 弱視 難聴 言語障害 自閉症・情緒障害

学級数 35,573 2,980 2,737 504 1,303 514 41,210

在籍者数 182,885 4,056 3,727 559 1,777 840 225,856

特別支援学級の児童生徒数・学級数

（名）

学級数 54,586学級 57,301学級 60,345学級 63,369学級 66,655学級 69,947学級 73,145学級 76,720学級 78,964学級 81,651学級 84,821学級
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通級による指導を受けている児童生徒数の推移（障害種別）

（出典）通級による指導実施状況調査（文部科学省初等中等教育局特別支援教育課調べ）

※令和２年度～令和５年度の数値は、３月３１日を基準とし、通年で通級による指導を実施した児童生徒数について調査。その他の年度の児童生徒数は年度５月１日現在。

※「注意欠陥多動性障害」及び「学習障害」は、平成18年度から通級による指導の対象として学校教育法施行規則に規定し、併せて「自閉症」も平成18年度から対象として明示

（平成17年度以前は主に「情緒障害」の通級による指導の対象として対応）。

※平成30年度から、国立・私立学校を含めて調査。

※高等学校における通級による指導は平成30年度開始であることから、高等学校については平成30年度から計上。

※小学校には義務教育学校前期課程、中学校には義務教育学校後期課程及び中等教育学校前期課程、高等学校には中等教育学校後期課程を含める。

※令和４年度については、令和６年能登半島沖地震の影響を考慮して、石川県は国立学校のみ調査を実施し、公立・私立学校に関する調査は実施していない。
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0人 1人 2人 3人 4人 5人 6人以上

小学校
（n=３３３）

28 173 64 34 15 8 13

8.4% 51.6% 19.1% 10.1% 4,5% 2.4% 3.9%

中学校
（n=７６）

10 47 15 2 0 3 1

12.8% 46.8% 24.5% 8.6% 3.2% 2.7% 9.5%

通級指導教室における正規雇用の教員数別の学校数
（全特協による平成6年度全国調査より）



１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年以上
11年未満 11年以上

小学校

（n=３３３）

59 43 37 29 23 71 71

17.7% 12.9% 11.1% 8.7% 6.9% 21.3% 21.3%

中学校

（n=７６）

19 21 11 5 5 6 9

25.0% 27.6% 14.5% 6.6% 6.6% 7.9% 11.8%

通級指導教室の主任における特別支援学級等での経験年数
（全特協による平成6年度全国調査より）



〇 通級による指導を担当する教員定数化

（利用児童生徒13人に対して教員1名）

対象の児童生徒1名に対して、週に何コマ可能？ …という現実

外部の支援機関 ・ 学校 に共通する課題 （専門性の向上、ほか）

⇒ 連携のアイデア、実現に向けた課題は何であるか？
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